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実際に現場で働くプロの話を聞き、直接現場へ行き、自分自身の目で見て触れて感じたことを互いにディス
カッションし合い、学びを進めた。

参加した受講生に対して、講座前と後にアンケート調査を行った。
その結果、参加前と後では職業に対する理解や意識に変化が見られた。
【参加前】
・普段出来ない体験がしたい（現場で触れ合い体験など）
・仕事内容を知りたい　　など
　職業に対する興味関心はあるが、自分の夢や目標は漠然としている。
【参加後】
・教えてもらった事を今後に活かして実践したい
・将来の夢を改めて実感した。もっと勉強をがんばりたい
・もっとボランティアへ参加してたくさんの経験をしたい　　など
　自分の夢や目標が具体化してきた。
　夢を実現するために、自ら積極的に具体的な行動を起こそうとしている。
　さらに職業理解を深めるために実践的体験を積み重ねていこうとしている。

専修学校は、今回のような事業を継続、発展していくことで、中・高校生（若者）に対し、具体的に職業紹介、職
業選択の機会を与える場として活用されていく可能性を見出した。
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　　②事業により得られた成果

平成１９年度「専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン」成果報告書

若年層の高校生や中学生に対して、早い時期から職業意識に目覚めさせていくことで自己のキャリア形成・設
計に役立てる。専修学校のもつスキルと関係機関（提携企業機関や卒業生就職先など）との連携による体験
学習講座を通してより深く職業を理解し、若年者の職業意識の高揚を図る。若年者の職業感と実際の現場と
の違いや就職後のミスマッチ（離職）を防ぐ。

・専修学校の施設設備・備品を利用して専門教員による実技実習を実施。（仕事の理解、必要な技能、コミュ
ニケーション能力、など）
・企業講師、卒業生からの現場体験談による仕事内容紹介。実際に現場見学・体験を行い、担当講師より施
設案内と説明を受ける。
・今回の講習、体験で学んだこと、感想などを発表して体験学習講座の成果をまとめさせる。

　２．事業の評価に関する項目

・仕事の理解は十分達成できた。
・自己のキャリア形成・設計に役立った。実践的な自己体験を通して職業の本質を知り、興味関心段階から将
来の目標としてより具体的に自ら行動できるようになった。
・机上での知識のみに止まらず、実践的な体験に基づいた職業理解を深めることに重点をおいた。
・卒業生や就職・実習先、実習室等設備備品や専門講師など専門学校が有するスキルを活かすことで、より高
度で専門的かつ実践的な講座を提供できた。
　以上の事から、本事業の趣旨・目的や重点事項はほぼ達成できた。
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　１．事業の概要

　　①目的・重点事項の達成状況

事 業 名



　　①職業体験講座、講演会の実施

　３．事業の実施に関する項目

テーマ：「ＣＧを使ったＴＶコマーシャル制作体験」
期間：平成19年8月20、21、22日
受講者の属性：高校生１名
場所：ファーストコンピューター専門学校コンピューター実習室
反応：（5段階）
        事前説明の理解（4.0）
　　　　講座の内容への反応（5.0）
　　　　授業の理解度（5.0）
　　　　卒業生からの談話の理解（5.0）
　　　　実技体験の反応（5.0）
　　　　職業の理解（4.0）
　　　　職業への関心（4.0）

テーマ：「企業向けＷｅｂサイト制作体験」
期間：平成19年8月27、28日
受講者の属性：高校生4名
場所：ファーストコンピューター専門学校コンピューター実習室
反応：（5段階）
　　　　事前説明の理解（3.3）
　　　　講座の内容への反応（4.0）
　　　　授業の理解度（3.5）
　　　　卒業生からの談話の理解（4.5）
　　　　実技体験の反応（3.7)
　　　　職業の理解（4.0)
　　　　職業への関心（4.2）

テーマ：「保育士さん体験」
期間：平成19年8月23、24日
受講者の属性：高校生2年生6名（女子6名）
場所：金沢福祉専門学校乳幼児実習室、教材研究室、三馬保育所、ちよの幼稚園、仏子園
反応：現場でしか得られない経験と学びがあり、職業の理解が深められ意識が高まった。
　　　　最終日の修了証授与式では全員が涙するほど学べた事の喜びと連帯感が生まれて感動があった。

テーマ：「介護福祉士さん体験」
期間：平成19年8月23、24日
受講者の属性：高校生2年生2名、3年生1名　計3名　（女子2名、男子1名）
場所：金沢福祉専門学校介護実習室、中央金沢朱鷺の苑、ぽーれぽーれ四十万、デイサービスセンター朱
鷺の苑
反応：修得できた内容に大変満足されていた。今後の活動にも活かしたいという声が聞けた。

・早期からの入念な事業計画と準備。
・教育関係機関、高等学校、および学生に、わかりやすい広報活動を、時間をかけ実施すること。
・多彩な職業紹介を展開するため、より多くの専修学校の事業参画。
・受講希望者が参加しやすい開催時期の検討。

　  ④次年度以降における課題・展開

　　③今後の活用

・今後はもっと職業分野を広げて、実施内容や回数を増やしたい。
・継続した実習を企画し、より具体的な職業体験を行わせたい。そうすることで、職業のもつ周辺事情の理解
と、コスト意識、クライアントへの責任の部分等を知らしめることができると考える。
・将来的には、高等学校での授業の一環として一定期間活用できる職業教育事業に進展させたい。
・教育効果（成果）を高めたい。



　  ②その他

【事業実施にあたり工夫した点】
　・プロの方の助言をいただき、現場で仕事を行う際と同様の、あいさつ、マナー、職業上の倫理観や納期遵
守など、　ビジネスでの約束事を講習方式で指導した。
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